
韓国教員大学校について 
Korea National University of Education 

 

Q１ どんな大学ですか 

場所：清州（チョンジュ）市というところにあります。 

  ・ソウル駅からオソン駅（五松駅）まで KTX で 40 分ほど。 

 ・ソウル市内から清州バスターミナルまで、高速バスで２時間。 

 ・上越市のような地方都市であるが、全国から学生が集まりやすい韓国の中央部に位置。 

 ・韓国国内唯一の総合教員養成大学校で、大統領令で設立。 

  363-791 忠北清原郡江内面屋根裏里山 7番地 

  7 Darakri Gangnaemyon Cheongwonkun Chungbuk 

 

 

大学の性格  

国家の教育政策として創立。 

  学部 

  大学院 

   ・大学院 ・教育大学院 ・教育政策大学院 

  博士課程 

 

 

本学との関係 

  交互に短期留学を実施 

   2018 年 9 月に本学から韓国に訪問した。 

（海外教育（特別）（実践）研究Ｃ：学生５名、引率２名） 

  2024 年 9 月に本学から韓国に訪問した。 

   （海外教育（特別）（実践）研究Ｃ：学生６名、引率２名） 

    

2019 年 7 月に受入れを行った。（学生９名、引率１名） 

2025 年 6 月に受入れを行った。（学生６名、引率２名） 

 

     2025 年受入の様子（附属中学校訪問）   2025 年受入の様子（本学学生との交流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Q２ 本学の留学生は？ 

 ６名（1998、1999、2002、2004、2010、2022～2023)   

 

Q３ カリキュラムは？ 

 ・前後期の２期制。新学年は３月開始、留学生は８月からの入学。 

 ・留学生は所属に限らず何でも聴講可能（教員・事務担当と相談）。 

 ・教育実習にも参加可能。 

 ・現地調査などの特別プログラムがある。百済の都や済州島（チェジュトウ）ツアー 

 

Q４ 生活費は？ 

 ・協定に基づく派遣の場合、授業料や入学料は徴収しない。 

 ・寄宿舎が完備。寄宿舎費用は半期で５万円程度（食費込） 

 ・個人的な生活費は１カ月で５万円程度で十分。 

 

Q５ 食生活は？ 

   学生食堂完備。味は辛いものが多いが、徐々に慣れれば大丈夫。 

  １年後の帰国時には、日本食の味が物足りなくなる？ 

 

Q６ 言葉は？ 

  ・基本的に韓国語（学生間では英語も通用、日本語ができる教員や学生もいる） 

  寄宿舎のルームメイトと仲良くなれば、上達も早い。部屋割りの配慮あり。 

  これまでほとんど勉強せずに訪韓し、現地で学んだ学生もいる。 

 

Q７ 韓国の若者（学生）？ 

  ・勉強熱心（図書室の席取り、教員への志望が極めて強い） 

 ・儒教の国（礼儀作法）：年長者を敬う、割り勘を嫌う 

 ・プライバシーの意識は日本と比較して希薄 

 ・友人になりたいのであれば、最初から自分をオープンに！ 

 ・徴兵制度有り：在学中に徴兵に就く学生がいる。 

 

Q８ 韓国社会は 

 ・日本以上のスピードで進む「少子化」、「晩婚化」 

  「ソウル」への一極集中 

 ・極めて激烈な受験競争（大学入試のみ） 

 ・PISA 学力テスト「読解力」世界１ 

 ・政権（大統領）が変わるとすべてが変わる国 

                              

問い合わせ・相談 

  教科教育・教科複合実践研究コース（芸術創造／美術）准教授  兪 期天 

  電話番号：025-521-3535 

  メールアドレス：yoo@juen.ac.jp 

大学全景 



韓国教員大学校（韓国）出願情報 

申請書類: 

1. 入学願書 

2. 推薦状 

3. カバーレター 

4. 学習計画書 

所属大学を通じて、申請書類を提出すること。 

 

申込締切: 

秋学期の場合（９月～12 月） ：  4 月末頃 

春学期の場合（３月～６月） ： 12 月 初旬 

 

内 容： 

 合計で 21 単位までの授業を履修できるプログラムに参加する。 

 受入れ期間は半期（春学期のみ、または秋学期のみ）、または通年。 

 

 


